
1

つ る 舞 う 形 の 群 馬 県 ／ 上 毛 か る た県 紋 章

令和３年３月１９日（金） 第９８８５号

目 次■

ページ

規 則

○群馬県公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に関する条例施行規則の一部を改正する規則（総務

課） ２

○群馬県住民基本台帳法施行条例施行規則の一部を改正する規則（市町村課） ２

○群馬県養蜂振興法施行細則の一部を改正する規則（畜産課） ２

○群馬県立産業技術専門校の設置及び運営に関する条例施行規則の一部を改正する規則（労働政策課） ２

○群馬県都市緑地法施行細則の一部を改正する規則（都市計画課） ４

告 示

○森林病害虫等防除法の規定による命令の内容となる事項（林政課） ５

○保安林予定森林（森林保全課） ５

○道路の区域変更（道路管理課） ６

○道路の供用開始（同） ６

○同 ７

公 告

○特定非営利活動法人の定款変更に係る認証申請（県民活動支援・広聴課） ７

○同 ８

○都市計画下水道の変更に係る縦覧（下水環境課） ８

○開発工事の完了（建築課） ８

選挙管理委員会告示

○病院の院長が不在者投票管理者となるべき病院ならびに老人ホームの長が不在者投票管理者となるべ

き施設の定め等の告示の一部改正 ９

○政治団体の名称等 ９

○政治団体の異動事項 ９

○政治団体の解散届出 １１

企 業 管 理 規 程

○群馬県水道用水供給規程の一部を改正する規程（水道課） １２

正 誤

○平成３０年９月２１日群馬県選挙管理委員会告示第６１号（選挙管理委員会） １３

第９８８５号令和３年３月１９日（金） 群 馬 県 報



2

規

則

■群
馬
県
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
九
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
四
十
三
号

群
馬
県
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
公
の
施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
の
手
続
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
六

年
群
馬
県
規
則
第
六
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
一
号
及
び
別
記
様
式
第
二
号
中
「

」
を
削
る
。

印

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
九
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
四
十
四
号

群
馬
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
五
年
群
馬
県
規
則
第
十
二
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
の
表
一
の
項
下
欄
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

群
馬
県
保
健
師
助
産
師
看
護
師
准
看
護
師
修
学
資
金
貸
与
条

例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
群
馬
県
規
則
第
六
十
五
号
）

第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
関
す
る
事
務
で
あ
っ
て
、

届
出
の
受
理
又
は
そ
の
届
出
に
係
る
事
実
に
つ
い
て
の
審
査

（
当
該
届
出
を
す
べ
き
者
が
当
該
届
出
を
行
っ
て
い
な
い
場

合
に
あ
っ
て
は
、
修
学
生
若
し
く
は
修
学
資
金
の
貸
与
を
受

け
た
者
又
は
こ
れ
ら
の
者
の
保
証
人
の
生
存
の
事
実
又
は
氏

名
若
し
く
は
住
所
の
確
認
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
養
蜂
振
興
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
九
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
四
十
五
号

群
馬
県
養
蜂
振
興
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
養
蜂
振
興
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
九
年
群
馬
県
規
則
第
二
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
一
号
中
「

」
を
「

」
に
改
め
、
注
１
を
削
り
、

氏
名

印
氏

名

注
２
を
注
１
と
し
、
注
３
を
注
２
と
し
、
注
４
を
注
３
と
し
、
注
５
を
注
４
と
す
る
。

別
記
様
式
第
二
号
別
紙
以
外
の
部
分
中
「

」
を
「

」
に
、

氏
名

印
氏

名

「

」
を
「

」
に
改
め
、
注
１
を
削
り
、
注
２
を
注
１
と
し
、
注
３
を

日
本
工
業
規
格

日
本
産
業
規
格

注
２
と
し
、
注
４
を
注
３
と
し
、
同
様
式
別
紙
中
「

」
を
「

」
に
改

氏
名

印
氏

名

め
、
注
を
削
る
。

別
記
様
式
第
三
号
中
「

」
を
「

」
に
、

氏
名

印
氏

名

注
１

汚
損
の
場
合
は

蜜
蜂
転
飼
許
可
証
を
添
付
す
る
こ
と

「

、
。

を
」

２
氏
名
を
自
署
す
る
場
合
に
お
い
て
は

押
印
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る

、
。

「

」
に
改
め
る
。

注
汚
損
の
場
合
は

蜜
蜂
転
飼
許
可
証
を
添
付
す
る
こ
と

、
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

群
馬
県
立
産
業
技
術
専
門
校
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
九
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
四
十
六
号

群
馬
県
立
産
業
技
術
専
門
校
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

群
馬
県
立
産
業
技
術
専
門
校
の
設
置
及
び
運
営
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
群
馬

県
規
則
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
の
見
出
し
中
「
授
業
料
」
を
「
入
校
料
、
授
業
料
」
に
改
め
、
「
減
免
」
の
下
に
「
及

び
徴
収
猶
予
」
を
加
え
、
同
条
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中
「
授
業
料
」
を
「
入
校
料
、
授
業
料
」
に

改
め
、
同
条
第
一
号
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
授
業
料
」
を
「
入
校
料
、
授
業
料
」
に
改
め
、
同

号
を
同
条
第
一
号
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
前
二
号
」
を
「
前
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
号

と
す
る
。

第
二
十
六
条
中
「
第
十
八
条
第
三
号
」
を
「
第
十
八
条
第
二
号
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
中
「
生
産
技
術
科
」
を
「
機
械
技
術
科
」
に
、
「
テ
ク
ニ
カ
ル
金
属
科
」
を
「
溶
接
技

術
科
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
中
「
メ
タ
ル
技
術
科
」
を
「
溶
接
エ
キ
ス
パ
ー
ト
科
」
に
、
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「

「

短
期
課
程

施
設
内
訓
練

を

に
改
め
る
。

」

」

別
表
第
三
中
「
機
械
シ
ス
テ
ム
科
」
を
「
機
械
技
術
科
」
に
、
「
電
気
シ
ス
テ
ム
科
」
を
「
電
気

技
術
科
」
に
、
「
溶
接
ク
ラ
フ
ト
科
」
を
「
溶
接
技
術
科
」
に
改
め
る
。

別
表
第
六
生
産
技
術
科
の
項
中
「
生
産
技
術
科
」
を
「
機
械
技
術
科
（
前
橋
産
業
技
術
専
門

校
）
」
に
、
「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
機
器
の
組
立
て
、
操
作
及
び
保
守
に
お
け
る
」
を
「
機
械
加
工
に

お
け
る
」
に
、
「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
学
概
論
」
を
「
機
械
工
学
概
論
」
に
、
「
制
御
工
学
概
論
」

を
「
電
気
工
学
概
論
」
に
、
「
生
産
工
学
概
論
」
を
「
Ｎ
Ｃ
加
工
概
論
」
に
、
「
機
械
工
学
」
を

「
生
産
工
学
概
論
」
に
、
「
電
気
工
学
」
を
「
材
料
力
学
」
に
、
「
電
子
工
学
」
を
「
材
料
」
に
、

「
情
報
通
信
工
学
」
を
「
製
図
」
に
、
「
材
料
力
学
」
を
「
機
械
工
作
法
」
に
、
「
応
用
数
学
」
を

「
⑩

材
料

⑪

製
図

「
測
定
法
」
に
、

⑫

測
定
法
及
び
試
験
法

を
「
⑩

安
全
衛
生
」
に
、
「
測
定
基
本
実
習
」

⑬

安
全
衛
生

⑭

関
係
法
規

」

を
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作
基
本
実
習
」
に
、
「
機
械
操
作
及
び
工
作
基
本
実
習
」
を
「
製
図
基
本
実

「
④

製
図
基

習
」
に
、
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
操
作
基
本
実
習
」
を
「
安
全
衛
生
作
業
法
」
に
改
め
、

⑤

電
気
・

⑥

安
全
衛

本
実
習

電
子
回
路
組
立
基
本
実
習

を
削
り
、
「
六
○
○
」
を
「
二
九
○
」
に
、
「
三
二
○
」
を
「
一
二

生
作
業
法

」

○
」
に
、
「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
機
器
工
作
用
機
械
類
制
御
用
機
器
類
」
を
「
精
密
加
工
用
工
作
機
械

類
」
に
、
「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
機
器
の
組
立
て
、
操
作
及
び
保
守
並
び
に
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開

発
」
を
「
汎
用
工
作
機
械
及
び
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
に
よ
る
加
工
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
に
よ
る
設
計
及
び

製
造
並
び
に
組
立
」
に
、
「
機
械
設
計
」
を
「
応
用
材
料
力
学
」
に
、
「
制
御
機
器
ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
」
を
「
機
械
加
工
法
」
に
、
「
機
械
工
作
法
」
を
「
金
型
工
作
法
」
に
、
「
電
気
及
び
電
子
工
作

「
⑤

制
御
工
学

法
」
を
「
金
属
加
工
法
」
に
、
「
⑤

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
機
器
組
立
法
」
を

⑥

機
械
設
計
・
製

⑦

機
械
保
全
法

図

に
、
「
制
御
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
実
習
」
を
「
測
定
実
習
」
に
、
「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
機
器
組
立

」

「
③

機
械
工
作
実
習

④

制
御
機
器
組
立
実
習

実
習
」
を
「
Ｎ
Ｃ
加
工
実
習
」
に
、
「
③

操
作
及
び
保
守
実
習
」
を

⑤

機
械
設
計
・
製
図
実

⑥

機
械
保
全
実
習

に
、
「
二
五
〇
」
を
「
四
四
〇
」
に
、
「
四
五
〇
」
を
「
八
五
〇
」
に
改
め
、
同
表
電
気
技
術

習
」

科
の
項
中
「
電
気
技
術
科
」
の
下
に
「
（
前
橋
産
業
技
術
専
門
校
）
」
を
加
え
、
同
表
テ
ク
ニ
カ
ル

金
属
科
の
項
中
「
テ
ク
ニ
カ
ル
金
属
科
」
を
「
溶
接
技
術
科
（
前
橋
産
業
技
術
専
門
校
）
」
に
、

「
プ
レ
ス
用
機
械
類

切
断
用
機
械
類

を
「
溶
接
用
機
械
類
」
に
、
「
プ
レ
ス
加
工
機
、
せ
ん
断
用
機
械
、
曲
げ
機

板
金
用
機
械
類

」

械
及
び
自
動
化
装
置
の
操
作
及
び
調
整
並
び
に
板
金
工
作
及
び
溶
接
加
工
」
を
「
各
種
溶
接
機
、
加

工
機
器
、
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
等
に
よ
る
溶
接
施
工
及
び
簡
単
な
溶
接
検
査
」
に
、
「
板
金
工
作
法
」
を

「
③

プ
レ
ス
加
工
法

「
特
殊
溶
接
法
」
に
、

を
「
③

試
験
及
び
検
査
法
」
に
、
「
板
金

④

試
験
法
及
び
検
査
法
」

工
作
実
習
」
を
「
特
殊
溶
接
実
習
」
に
、
「
プ
レ
ス
加
工
実
習
」
を
「
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
テ
ィ
ー
チ
ン

グ
実
習
」
に
、
「
二
〇
〇
」
を
「
二
二
〇
」
に
改
め
、
同
表
メ
タ
ル
技
術
科
の
項
中
「
メ
タ
ル
技
術

科
」
を
「
溶
接
エ
キ
ス
パ
ー
ト
科
」
に
改
め
、
同
表
機
械
技
術
科
の
項
中
「
機
械
技
術
科
」
の
下
に

「
（
高
崎
産
業
技
術
専
門
校
）
」
を
加
え
、
同
表
住
ま
い
づ
く
り
科
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

住
ま
い

総
時
間

建
物
そ

教
室

づ
く
り

二
、
八

の
他
の

実
習
場

科

〇
〇

工
作
物

機
械

木
工
用
機

中
小
規
模
建

Ⅰ

系
基
礎

械
類

築
物
に
お
け

１

学
科

二
五
〇

る

建

築

一

①

建
築
概
論

そ
の
他

測
量
用
機

般
、
設
計
製

②

構
造
力
学
概
論

器
類

図
、
施
工
管

③

建
築
構
造
概
論

器
工
具
類

理
及
び
建
築

④

建
築
計
画
概
論

計
測
器
類

施
工
に
お
け

⑤

建
築
生
産
概
論

製
図
器
及

る
基
礎
的
な

⑥

建
築
設
備

び
製
図
用

技
能
及
び
こ

⑦

測
量

具
類

れ
に
関
す
る

⑧

建
築
製
図

教
材
類

知
識

⑨

安
全
衛
生

⑩

関
係
法
規

２

実
技

一
五
〇

①

機
械
操
作
基
本

実
習

②

測
量
基
本
実
習

③

安
全
衛
生
作
業

法

木
造
建
築
物

Ⅱ

専
攻

の
建
築
施
工

１

学
科

一
五
〇

及
び
施
工
管

①

木
質
構
造

理
に
お
け
る

②

材
料

技
能
及
び
こ

③

規
く
術

れ
に
関
す
る

④

工
作
法

知
識

⑤

木
造
建
築
施
工

法
⑥

仕
様
及
び
積
算
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２

実
技

三
〇
〇

①

器
工
具
使
用
法

②

工
作
実
習

③

木
造
建
築
施
工

実
習

別
表
第
六
塗
装
シ
ス
テ
ム
科
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

自
動
車

総
時
間

建
物
そ

教
室

整
備
科

一
、
四

の
他
の

実
習
場

（
高
崎

〇
〇

工
作
物

産
業
技

術
専
門

機
械

自
動
車
整

校
）

自
動
車
の
整

Ⅰ

系
基
礎

備
用
機
械

備
に
お
け
る

１

学
科

二
一
五

類

基
礎
的
な
技

①

生
産
工
学
概
論

能
及
び
こ
れ

②

自
動
車
工
学

そ
の
他

器
工
具
類

に
関
す
る
知

③

安
全
衛
生

計
測
器
類

識

④

関
係
法
規

製
図
器
及

２

実
技

六
〇

び
製
図
用

①

測
定
基
本
実
習

具
類

②

工
作
基
本
実
習

教
材
類

③

安
全
衛
生
作
業

法

自
動
車
の
整

Ⅱ

専
攻

備
に
お
け
る

１

学
科

一
〇
五

技
能
及
び
こ

①

自
動
車
整
備
法

れ
に
関
す
る

②

機
器
の
構
造
及

知
識

び
取
扱
法

③

検
査
法

２

実
技

五
六
〇

①

自
動
車
整
備
実

習

別
表
第
六
機
械
シ
ス
テ
ム
科
の
項
中
「
機
械
シ
ス
テ
ム
科
」
を
「
機
械
技
術
科
（
太
田
産
業
技
術

「
工
作
用
機
械
類

専
門
校
）
」
に
、
「
精
密
加
工
用
工
作
機
械
類
」
を

に
、
「
、
Ｎ
Ｃ

精
密
加
工
用
工
作
機
械
類
」

工
作
機
械
等
に
よ
る
各
種
切
削
加
工
及
び
研
削
加
工
並
び
に
特
殊
工
作
機
械
に
よ
る
精
密
加
工
及
び

非
切
削
加
工
」
を
「
及
び
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
に
よ
る
加
工
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
に
よ
る
設
計
及
び
製
造

並
び
に
組
立
」
に
、
「
機
械
加
工
法
」
を
「
応
用
材
料
力
学
」
に
、
「
金
型
工
作
法
」
を
「
機
械
加

「
④

金
属
加

⑤

制
御
工

工
法
」
に
、
「
精
密
加
工
法
」
を
「
金
型
工
作
法
」
に
、
「
④

機
械
保
全
法
」
を

⑥

機
械
設

⑦

機
械
保

工
法

学

に
、
「
切
削
加
工
及
び
研
削
加
工
実
習
」
を
「
制
御
機
器
組
立
実
習
」
に
、
「
精
密
加

計
・
製
図

全
法

」

工
実
習
」
を
「
機
械
設
計
・
製
図
実
習
」
に
、
「
一
七
〇
」
を
「
四
四
〇
」
に
、
「
三
七
〇
」
を

「
八
五
〇
」
に
改
め
、
同
表
電
気
シ
ス
テ
ム
科
の
項
中
「
電
気
シ
ス
テ
ム
科
」
を
「
電
気
技
術
科

（
太
田
産
業
技
術
専
門
校
）
」
に
改
め
、
同
表
溶
接
ク
ラ
フ
ト
科
の
項
中
「
溶
接
ク
ラ
フ
ト
科
」
を

「
溶
接
技
術
科
（
太
田
産
業
技
術
専
門
校
）
」
に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
か
ら
引
き
続
き
群
馬
県
立
産
業
技
術
専
門
校
に
在
校
す
る
者
に
つ
い

て
は
、
改
正
後
の
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
三
ま
で
及
び
別
表
第
六
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お

従
前
の
例
に
よ
る
。

３

改
正
後
の
別
表
第
一
か
ら
別
表
第
三
ま
で
に
規
定
す
る
訓
練
科
へ
の
訓
練
生
の
入
校
に
関
し
必

要
な
入
校
試
験
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
前
に
お
い
て
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

群
馬
県
都
市
緑
地
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

令
和
三
年
三
月
十
九
日

群
馬
県
知
事

山

本

一

太

群
馬
県
規
則
第
四
十
七
号

群
馬
県
都
市
緑
地
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

群
馬
県
都
市
緑
地
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
年
群
馬
県
規
則
第
五
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
記
様
式
第
二
号
、
別
記
様
式
第
十
号
か
ら
別
記
様
式
第
十
三
号
ま
で
、
別
記
様
式
第
十
五
号
及

び
別
記
様
式
第
十
六
号
中
「

」
を
削
る
。

印

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
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告 示■

◎群馬県告示第６６号

森林病害虫等防除法（昭和２５年法律第５３号）第５条第１項及び第２項の規定により、森林病害虫等の駆除の

命令をするので、同条第４項において準用する同法第３条第５項の規定により、当該命令の内容となる事項を次の

とおり公表する。

令和３年３月１９日

群馬県知事 山 本 一 太

１ 区域及び期間

(1) 区域 前橋市、渋川市、高崎市、藤岡市、富岡市、昭和村、みなかみ町、桐生市、太田市、館林市、千代田

町及び邑楽町の高度公益機能森林

(2) 期間 令和３年４月８日から同年５月２７日まで

２ 森林病害虫等の種類 松くい虫

３ 行うべき措置の内容 松くい虫が付着している樹木を所有し、又は管理する者は、当該樹木を伐倒し、当該伐

倒した樹木を松くい虫、その付着している枝条及び樹皮とともに薬剤によりくん蒸し、若しくは破砕し、又は焼

却すること。

４ 命令しようとする理由 １(1)に掲げる区域の松林において松くい虫の被害が発生しており、３に掲げる措置を

行わなければ松くい虫の被害が異常にまん延し、１(1)に掲げる区域及びその周辺の松林に重大な損害を与える

おそれがあるため。

５ その他

(1) ３に掲げる措置について、薬剤を使用する場合は、森林害虫防除員の指示に従うこと。

(2) ３に掲げる措置を行った者又はその代理人は、当該措置を行った後速やかに３に掲げる樹木等の所在する地

域を管轄する環境森林事務所長又は森林事務所長にその旨を届け出なければならない。ただし、(3)により

申請書を提出する場合は、この限りでない。

(3) ３に掲げる措置に伴う損失補償を受けようとする者は、別に定める申請書を当該措置を行った後速やかに３

に掲げる樹木等の所在する地域を管轄する環境森林事務所長又は森林事務所長に提出するものとし、その提出

があったときは、知事は、当該申請者が３に掲げる措置を行ったかどうかを確認して、損失補償金の額を決定

し、損失補償金を交付する。

(4) 知事は、３に掲げる樹木等を所有し、又は管理する者が１(2)に定める期間内に３に掲げる措置を行わない

とき、行っても十分でないとき又は行う見込みがないときは、当該措置の全部又は一部を行うことがある。

(5) 知事は、(4)の措置を行った場合において、その費用の額が、３に掲げる措置を行うべき者が自らその措置

の全部又は一部を行ったとした場合にその者が受けることとなるべき補償の額を超えるときは、その超える部

分の額に相当する額をその者から徴収することがある。

◎群馬県告示第６７号

森林法（昭和２６年法律第２４９号）第２５条の２第２項の規定により、次のとおり保安林に指定する予定であ

る。

令和３年３月１９日
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群馬県知事 山 本 一 太

１ 保安林予定森林の所在場所 多野郡上野村大字乙父字小具崎平１０１３、１０１６の１、甲２０３５、乙２０

３５、２０３７

２ 指定の目的 落石の危険の防止

３ 指定施業要件

(1) 立木の伐採の方法

ア 主伐は、択伐による。

イ 主伐として伐採をすることができる立木は、当該立木の所在する市町村に係る市町村森林整備計画で定め

る標準伐期齢以上のものとする。

ウ 間伐に係る森林は、次のとおりとする。

(2) 立木の伐採の限度 次のとおりとする。

「次のとおり」は、省略し、その関係書類を群馬県環境森林部森林局森林保全課及び上野村役場に備え置いて縦

覧に供する。

◎群馬県告示第６８号

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第１項の規定により、道路の区域を次のとおり変更する。

なお、その関係図面は、告示の日から１月間、群馬県県土整備部道路管理課及び群馬県藤岡土木事務所において

一般の縦覧に供する。

令和３年３月１９日

群馬県知事 山 本 一 太

道路の 変更の 敷地の幅員 延 長
路線名 区 間

種 類 前後別 メートル メートル

一般国道 ２９９号 多野郡上野村大字楢原字堂所３０６２ 前 ９．０～２１．０ ２４９．０
番の１地先から同郡同村大字同字同１ １０．０～５３．４ ２１１．０
４２８番の１地先まで

後 １０．０～５３．４ ２１１．０

◎群馬県告示第６９号

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定により、道路の供用を次のとおり開始する。

なお、その関係図面は、告示の日から１月間、群馬県県土整備部道路管理課及び群馬県富岡土木事務所において

一般の縦覧に供する。

令和３年３月１９日

群馬県知事 山 本 一 太

路線名 区 間 供用開始の期日道路の
種 類
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県道 一ノ宮妙義線 富岡市妙義町下高田字本村４５５番の１地先から同市同 令和３年３月３１日
字同４５３番地先まで

下仁田安中倉 富岡市蚊沼字堂山８７７番の３地先から同市同字嶋５０
渕線 ２番の１地先まで

富岡市上丹生字五分一２４４２番の１３地先から同市同
字千足２３７５番の１地先まで

◎群馬県告示第７０号

道路法（昭和２７年法律第１８０号）第１８条第２項の規定により、道路の供用を次のとおり開始する。

なお、その関係図面は、告示の日から１月間、群馬県県土整備部道路管理課及び群馬県渋川土木事務所において

一般の縦覧に供する。

令和３年３月１９日

群馬県知事 山 本 一 太

路線名 区 間 供用開始の日時道路の
種 類

県道 南新井前橋線 北群馬郡榛東村大字新井字下新井３１９５番の４地先か 令和３年３月２２日
ら同郡吉岡町大字陣馬字下陣馬３１５番の４地先まで 午後３時

公 告■

特定非営利活動促進法（平成１０年法律第７号）第２５条第３項の規定による特定非営利活動法人の定款の変更

に係る認証の申請があったので、同条第５項において準用する同法第１０条第２項の規定により、次のとおり公告

する。

なお、同項の規定により、申請のあった日から１月間、申請に係る変更後の定款を群馬県生活こども部県民活動

支援・広聴課において縦覧に供する。

令和３年３月１９日

群馬県知事 山 本 一 太

１ 申請のあった年月日 令和３年３月２日

２ 特定非営利活動法人の名称 特定非営利活動法人ケアサポート・愛

３ 代表者の氏名 駒井實

４ 主たる事務所の所在地 高崎市宿大類町９２１番地２

５ 定款に記載された目的 この法人は、高齢者をはじめとしたケアを必要とする人々の生活環境の向上に貢献す

るための相談、支援等の事業を行い、もって関連する人々の生活の充実に寄与することを目的とする。
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特定非営利活動促進法（平成１０年法律第７号）第２５条第３項の規定による特定非営利活動法人の定款の変更

に係る認証の申請があったので、同条第５項において準用する同法第１０条第２項の規定により、次のとおり公告

する。

なお、同項の規定により、申請のあった日から１月間、申請に係る変更後の定款を群馬県生活こども部県民活動

支援・広聴課において縦覧に供する。

令和３年３月１９日

群馬県知事 山 本 一 太

１ 申請のあった年月日 令和３年３月５日

２ 特定非営利活動法人の名称 特定非営利活動法人ぐんま福祉研究会

３ 代表者の氏名 進藤保

４ 主たる事務所の所在地 伊勢崎市日乃出町７０３番地５

５ 定款に記載された目的 この法人は、高齢者・障害者などの福祉施設において慰問に関する事業を行い、また

自立支援事業の活動を通じて、ともに楽しみ、より生きがいを見出し、さらに社会福祉全般にわたり現状分析を

行いながら、広く社会の公益・地方文化の向上に寄与することを目的とする。

都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第２１条第２項において準用する同法第２０条第１項の規定により、

安中都市計画下水道（安中公共下水道）の変更の図書の写しの送付を受けたので、同法第２１条第２項において準

用する同法第２０条第２項の規定により、次のとおり公衆の縦覧に供する。

令和３年３月１９日

群馬県知事 山 本 一 太

１ 都市計画の種類及び名称 安中都市計画下水道 安中公共下水道

２ 都市計画の変更年月日 令和３年３月３日

３ 縦覧場所 群馬県県土整備部下水環境課及び安中市上下水道部下水道課

都市計画法（昭和４３年法律第１００号）第３６条第２項の規定により検査済証を交付したので、次の開発行為

に関する工事が完了した旨を公告する。

令和３年３月１９日

群馬県知事 山 本 一 太

番号 開発区域又は工区に含まれる地域の名称 開発許可を受けた者の住所及び氏名

１ 佐波郡玉村町大字与六分１３４ 甘楽郡下仁田町大字青倉５１９番地
社会福祉法人青倉会 理事長 石井晃英

２ 邑楽郡大泉町仙石一丁目９５－１ 埼玉県行田市持田三丁目２番１７号
株式会社ファイブイズホーム 代表取締役 細
井保雄

３ 邑楽郡板倉町大字西岡字中岡１４００－３、１４０ 邑楽郡板倉町大字西岡１４０１番地
０－４、１４０１－１、１４０１－５、１４０１－ 川邉政雄
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６

４ 渋川市白井字北中道２３５１－１、２３５２－１、 北海道札幌市北区新琴似七条一丁目２番３９号
２３５３、２３５４、２３５５ 株式会社ニトリ 代表取締役 武田政則

選挙管理委員会告示■

◎群馬県選挙管理委員会告示第１１号

病院の院長が不在者投票管理者となるべき病院ならびに老人ホームの長が不在者投票管理者となるべき施設の定

め等の告示（昭和４１年群馬県選挙管理委員会告示第８号）の一部を次のように改正する。

令和３年３月１９日

群馬県選挙管理委員会委員長 宮 下 智 滿

表２の項中「同 熊野町３８」を「同 熊野町３８－８１」に改める。

◎群馬県選挙管理委員会告示第１２号

政治資金規正法（昭和２３年法律第１９４号）第６条第１項の規定により届出のあった政治団体の名称等は、次

のとおりである。

令和３年３月１９日

群馬県選挙管理委員会委員長 宮 下 智 滿

その他の政治団体（政党及び政治資金団体以外の政治団体）

国会議員関係政治団体以外の政治団体

会計責任者の
主 た る 事 務 所 の 所 在 地代表者の氏名

氏 名
政 治 団 体 の 名 称

届 出 年 月 日

安中一伸会 相川重幸 川田隆司 安中市古屋２－１

令和３年２月１日

川田たかし後援会 萩本久次 堀越幸治 邑楽郡大泉町寄木戸１５０３－２

令和３年２月２２日

◎群馬県選挙管理委員会告示第１３号

政治資金規正法（昭和２３年法律第１９４号）第７条第１項の規定により届出のあった政治団体の異動事項は、

次のとおりである。
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令和３年３月１９日

群馬県選挙管理委員会委員長 宮 下 智 滿

１ 政党の支部

政治団体の名称 異動事項 新 旧 異動年月日

自由民主党伊勢崎支部 会計責任者の 柳井正臣 原敬一 令和３年
氏名 ２月３日

自由民主党群馬県ちんたい 主たる事務所 高崎市羅漢町３７ 高崎市通町７６ 令和３年
支部 の所在地 ２月１日

立憲民主党群馬県第２区総 主たる事務所 伊勢崎市鹿島町３２７－ 伊勢崎市宮子町３４１０ 令和３年
支部 の所在地 １ －３ ２月１７日

会計責任者の 唐澤武臣 堀越裕子 令和３年
氏名 ２月１７日

２ その他の政治団体（政党及び政治資金団体以外の政治団体）

政治団体の名称 異動事項 新 旧 異動年月日

群馬県民社協会 代表者の氏名 井田泰彦 細野勝昭 令和３年
１月１６日

群馬分権自治フォーラム 会計責任者の 青木雄次 黒沢孝行 令和３年
氏名 ２月１１日

政経懇和会 政治団体の名 政経懇和会 真和会 令和３年
称 ２月１２日

主たる事務所 前橋市石倉町５－９－１ 前橋市富士見町皆沢９６ 令和３年
の所在地 ６ －２９ ２月１２日

代表者の氏名 青木悟 田中努 令和３年
２月１２日

会計責任者の 田中努 内田博師 令和３年
氏名 ２月１２日

全日本不動産政治連盟群馬 会計責任者の 福嶋敬之 福島敬之 平成３０年
県本部 氏名 ３月１４日

田中猛夫後援会 会計責任者の 青木清 小林俊幸 令和３年
氏名 ２月１９日

豊嶋孝男後援会 主たる事務所 前橋市苗ケ島町１１１８ 前橋市柏倉町２６４３－ 令和３年
の所在地 １ ２月１４日

萩原睦男後援会 会計責任者の 萩原幸枝 市村仁 令和３年
氏名 ２月２６日
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◎群馬県選挙管理委員会告示第１４号

政治資金規正法（昭和２３年法律第１９４号）第１７条第１項の規定により解散の届出のあった政治団体の名称

等は、次のとおりである。

令和３年３月１９日

群馬県選挙管理委員会委員長 宮 下 智 滿

その他の政治団体（政党及び政治資金団体以外の政治団体）

政 治 団 体 の 名 称 代表者の氏名 解 散 年 月 日

金谷勝美後援会 川島信司 令和３年１月３１日
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正 誤■

選挙管理委員会告示正誤○

平成３０年９月２１日群馬県選挙管理委員会告示第６１号（政治団体の名称等）
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